児童養護施設における心理療法担当職員のあり方 ―コンサルテーションを中心に― by 曽田 里美 & Satomi Soda
児童養護施設における心理療法担当戦員のあり方
コンサルテーションを中心に
?? ?
里 美
はじめに
近年、児童養護施設に入所してくる子どもたちの抱える問題は多様化、複雑
化している。なかでも被虐待など心的外傷を抱えた子どもの増加は著しい。こ
れらの子どもたちには、生活場面においても心理療法を含めた治療的関わりが
求められている。このような状況をふまえ、平成11年度より児童養護施設への
心理療法担当職員の配置が進められている。新たな職種である心理戦の導人に
ついては期待される一方、多くの施設で混乱をきたしているのも実情である。
児童養護施設関連の連絡会や研修会においても、心理職導入の難しさについて
「心理職の受け入れに対する施設側の拒否的な態度」あるいは「心理戦の専門
的、指導的になりがちな態度」等よく耳にする 1)。子どもたちの生活の場であ
る施設の中で、このような大人間の葛藤が潜在しているようでは、子どもたち
によいサービスを提供していくのは難しいだろう。
筆者はある児童養護施設で心理療法に携わっている。その業務の一環で、児
童養護セミナー「児童養護施設における心理担当職員の導入と連携のあり方に
ついて」 (2001年3月）に参加する機会を与えられ、そこでのアンケートにも
回答した。その報告書2)では、アンケート結果のまとめ等から、今後、施設の
中で心理療法担当職員が十分に機能していくためには、従来心理臨床の分野で
行われてきた個別の心理療法のみを重視するのではなく、直接援助戦員へのコ
ンサルテーションを軸とした活動が求められることが指摘されていた。このこ
とは、施設現場で心理療法に携わる者として、非常に共感できるところである。
また、他施設も同様の思いで心理療法に取り組んでいることを感じることもで
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きた。ところが、上に示したような心理療法担当職員の導人に対する葛藤が存
在している状態では、コンサルテーションを進めていくことは困難であろう。
逆に、心理療法担当職員がその役割として期待される直接援助職員へのコンサ
ルテーションを実践していくことで、葛藤を克服し、心理職を児童養護施設の
中に位置づけていくことはできるだろう。
そこで、本稿では、児童養護施設の中で心理療法担当戦員がコンサルテーショ
ンを行うためには何が必要なのかを考えてみたい。そのために、コンサルテー
ションを上手く展開させた事例を提示し、そのポイントを整理していく。本稿
の進め方としては、最初に児童養護施設における心理療法担当職員の配置の背
景を概観する。次に心理療法担当識員に求められる役割について、前述のセミ
ナーのアンケート結果を中心に述べていく。最後に心理療法担当職員と直接援
助戦員の連携に欠かせないコンサルテーションを取り上げ、施設内で機能させ
ていくための条件と両者の関係のあり方について、事例に甚づいて検討してい
1. 心理療法担当職員の配置とその背景
(1) 国の施策
厚生省（現厚生労働省）は、平成1年4月に「児童養護施設における被虐待
児等に対する適切な処遇体制の確保について」という通知を、各都道府県知事
に出した。そこでは、虐待、ひきこもり等の理由により、心理療法が必要であ
ると児童相談所長が認めた児童が10人以上入所している施設で、かつ心理療法
を行うために必要な設備を有する施設は、都道府県知事の指定により、心理療
法を行う峨員を配置できることが示されている。
このような通知が出された背景には、近年、虐待等の理由により人所する児
童が増加し、心理療法の必要性が高まったことがあげられる。さらに、そのよ
うな児童については従来のように施設から児童相談所等への通所により治療を
進めていくという対応が困難になってきたことも考えられる。つまり、施設内
で心理療法を実施していくことが必要になったのである。
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(2) 入所児童の変化と心理療法の必要性
児童養護施設に入所している児童に心理療法が求められるようになった背景
として、以下の 2つの事実を指摘することができる 3)。ひとつは、入所児童の
質的変化である。戦災孤児の救済と保護を大きな目的として戦後急速に増加し
た児童養護施設は、その後も親の死亡や病気、行方不明などを理由とする親の
いない児童のための施設であった。ところが、今日では入所しているほとんど
の児童に両親またはどちらかの親がおり、親がいながらも家庭で生活できない
児童のための施設となっている。例えば、平成10年2月に実施した養護施設等
人所児童実態調査と前回の調査（平成4年12月実施）結果を比べる 4)と、入所
理由については「父母の行方不明」 14.9%(前回18.5%)、「父母の死亡」 3.5%
（前回4.7%)、「父母の入院」 9.1%(前回11.3%)となっている。児童養護施設
におけるかつての入所理由は、この約5年の間にも減少していることが分かる。
親がいながら別れて生活することは子どもにとってつらい体験である。特定の
愛着対象を持てなかったことが、その後の情緒的発達に影響をもたらす場合も
ある。このように養育環境上の問題を抱えて入所してくる子どもの比率が高く
なるにつれて、分離体験で傷ついた子どもに対する心のケアが必要になってき
たといえる。
もうひとつは、児童虐待の急激な増加である。児童相談所の虐待相談処理件
数は、 10年間で10倍以上に増え、そのうち児童福祉施設に入所した子どもは
1990年度の331件から2,081と6倍以上に増加している 5)。虐待体験をもつ子ど
もは、援助方法のひとつとして、まず虐待者から分離され、安全で安心できる
環境に保護される。しかしその後も、これまでの生育環境の影響から、感情の
コントロールの困難、施設や学校での不適応、職員や他児との対人関係の困難
などさまざまな問題を起こすといわれている。さらに、これらの不適応や困難
が周囲からのいじめや暴力、拒否といった 2次的、 3次的な問題につながる場
合もある。保護されるために施設に入所した子どもたちが、結果的に虐待体験
を積み重ねてしまうことになる。そのため、児童養護施設では生活環境を改善
することで子どもを保護するだけではなく、人所している子どもが抱えている
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心の傷からの回復を援助するための心のケアが求められているのである。
(3) 直接援助職員のメンタルヘルス
児童養護施設に人所する子どもの質的変化に応じて、児童養護施設は従来の
機能に加え、家族への対応や援助、人所児童の心のケアといったソーシャルワー
ク的、治療的機能が重視されてきている。しかし、このように児童養護施設の
役割機能に変化が求められているにもかかわらず、施設の援助体制にはほとん
ど変化がみられないままである。その分のしわ寄せは戦員にいき、戦員にかか
る負担は増大しているといえる。なかでも施設関係者の間で最も変化を必要と
しているのが児童福祉施設最低基準の改善である。児童福祉施設最低基準によ
ると、児童養護施設の直接援助戦員の配置基準は、 3歳未満は 2名に対し 1人、
3歳以上の幼児は4名に対し 1人、小学生以上は 6名に対し 1人となっている。
これは1979年の改定以後改善されていない。
虐待をはじめ処遇困難といわれる子どもたちは、アタッチメントとディタッ
チメントの激しさ、神経を逆なでするような暴言や暴力、ときには無視や無関
心とった受身的攻撃など受け入れがたい行動を示す。生活を共にする職員は、
それに振り回され、徒労感でくたくたになる。さらには、攻撃的で積極的に施
設にアプローチしてくる家族も増え、職員はその対応にも苦慮している状態で
ある。
平成13年に開催された虐待防止研究会 6)では、児童養護施設における職員の
メンタルヘルスについて取り上げた分科会があり、そこで非常に輿味深い報告
が行われた。兵庫県下の施設職員に実施した「児童養護施設戦員メンタルヘル
スアンケート」（兵庫県児童養護施設連絡協議会）の結果、 5割から 6割を占
める戦員が、燃えつき状態および神経症圏・うつ状態にあることが推定され、
「峨員間の人間関係Jや「子どもとの関係」、「勤務時間」がそれに影響してい
る”というものである。子どもは自分のことを真剣に考えくれる大人あるいは
自分を受けとめてくれる大人に対し、さまざまな問題をぶつけてくる。子ども
や家族に対してよりよいケアをしていこうと意欲的な戦員ほど、子どもや家族
との関わりに疲れ果てたり、また、不適切な対応をしてしまったのではないか
- 80 -
児童養護施設における心理療法担当職員のあり方
という自己嫌悪感に陥り、心身の健康を害してしまうのである。このような戦
員へのメンタルヘルスケアについて考えていくことは、結果的には施設で生活
する子どもたちの生活環境を保障することにもつながる。よって、その対策は
まさに急務であり、子どもへの心理治療と同様に必要性が高いといえよう。
2. 児童護施設における心理療法担当職員の役割
このように今日の児童養護施設では、人所児童の質的変化、施設の役割機能
の変化、戦員のメンタルヘルスケアの必要性などさまざまな困難を抱えている。
たが、児童福祉施設最低基準の改善など根本的な変革は行われていない。その
ような中で、国の施策として、入所児童やその家族、職員への心理的援助を行
うために心理療法担当職員が配置されたのは事実である。また、対象施設の倍
増や心理療法室の整備など、行政のこの事業への取り組みは強化されていると
いえる。新しい役割機能や専門性について模索している児童養護施設にとって、
心理療法担当戦員という新たな戦種が施設の中にうまく位僅づけられ、適切な
役割を担うことができれば、それは非常に重要な意味をもつと思われる。ここ
では、まず厚生省の通知に記されている心理療法担当者の職務内容をあげ、そ
の中で特に現場で求められる役割について考えていきたい。
(1) 心理療法担当戦員の職務内容
厚生省の通知「児童養護施設における被虐待児童等に対する適切な処遇体制
の確保について」による心理療法担当職員の戦務内容は以下である。
① 個別心理痕法
② 生活場面面接
③ 児童養護施設戦員等への助言および指導
④ 処遇検討会議への出席
⑤ その他
さらに、厚生労働省関連資料8)によると、心理療法担当戦員の職務内容とし
て、保護者や家族への心のケアを行うことが記されている＼
このように国は、児童養護施設に心理療法担当職員を配置するに当たり、担
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当者に対して個別の心理療法にとどまらず、さまざまな役割を期待しているこ
とが分かる。ところが、心理療法担当職員の配置某準は、非常勤戦員で、年間
通じて概ね週5日程度となっている。また、予算の少なさから、非常勤職員を
一人囲うのもままならない現状である。したがって、心理療法担当戦員が配置
されたとしても、上に挙げた職務を全て担っていくのは困難といえる。実際、
この通知では、これをひとつの努力目標として、それぞれの施設の実態に照ら
し、できるところから取り組んでいくことが求められている。つまり、心理職
にどのような役割を担わせ、如何に機能させていくかは施設の裁量にまかされ
ているといえる。心理戦を施設のなかで機能させていくためには、現場サイド
が心理職に対してどのような役割を期待しているかを知っておく必要があるだ
ろう。
(2) 心理療法担当戦員に求められる役割
前述の児童養護セミナーでは、児童養護施設における心理職の導入と連携を
検討するために、セミナー参加者にアンケートが実施された。アンケート調査
の結果、心理療法担当眺員の織務内容として、心理療法担当職員は「個別心理
療法」を重視しているのに対し、直接援助戦員は自分たちへの「コンサルテー
ション10)」や「メンタルヘルスケア」を期待していることが報告された。また、
了どもへの心理的援助についても、直接援助識員は「個別心理療法」より「日
常生活のなかでの子どもへの問題行動の関わり」を求めていることが示されて
いた。このことからも、直接援助職員は、生活の中での関わりや職員へのコン
サルテーションを強く求めており、心理療法担当職員と直接援助職員の認識に
はずれが生じていることが分かる 2)11) 0 
このように心理療法担当戦員の役割に対する認識のずれは、心理療法担当職
員の導入と連携を難しいものにしている。今後、施設という生活を主体とした
場で、心理療法担当戦員が十分に機能していくためには、直接援助職員へのコ
ンサルテーション活動が大きな鍵になると考えられる。従来、クライエントへ
の個別心理療法を童視し、またその訓練を受けてきた心理療法担当職員にとっ
て、異職種の専門家同士における相談助言行為であるコンサルテーションを実
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践していくことは非常に困難であろう。それは、心理臨床分野が開拓されたば
かりの児童養護施設で、しかも単独に近い人員配置の中で行わなければならな
いことからも容易に想像がつく。児童養護施設の中で心理療法担当戦員が行う
コンサルテーションとはどのようなものなのか。次にコンサルテーションを実
施した事例を紹介する。
3. 児童護施設におけるコンサルテーションの実際
(1) 事例の概要
中学3年生男子。
幼児期に父母は離婚。その後母親と 2人暮らしとなるが、母は持病を患って
おり、週末に隣町に住む母方祖母が家に来て家事などを補っていた。母は自分
の病気により家事や育児を十分にできない負い目から、本児に対して溺愛に近
い愛情を注ぐ一方、有無を言わせない支配的な関わりを続けていた。本児にとっ
ての母は絶対的な存在であり、行動の基準であった。他方、本児にとっての母
方祖母はDうるさい存在であり、本児に対する母の関わりを非難することから、
母を苦しめる存在として写っていた。
本児が中学1年生のときに母親は持病のため死亡。母方祖母と同居すること
になるが、本児には「祖母が母親を殺した」という思いがあり、祖母への直接
的な攻撃性が暴力や家出というかたちで表れた。さらに、本児は住居侵入、窃
盗等の問題行動を繰り返し、児童相談所での一時保護を経て、児童養護施設に
入所となった。
児童相談所の心理学的所見では、葛藤場面において自己を振り返って自分の
非を認めるような内省力に乏しく、他者への依存傾向、自らは関与せずに片付
けようとする本児の特徴が示されていた。母の死の受容については、今でも落
ち込んだときには一人でいることを避け、他者との交わりのなかで気持ちを切
り替えようとする本児なりの表現方法があり、それに応じて時間をかけて丁寧
に付き合ってやることの必要性が指摘されていた。
本児の施設入所に際し、このような本児の感情の受けとめや癒しについて個
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別的、心理的側面からの配慮が必要であるという理由から、心理療法担当朦員
を配置している児童養護施設が適当であると考えられた。入所時本児は中学2
年生であった。
(2) 児童養護施設入所後の経過
① ケースカンファレンス 1
入所後 2ヶ月が経過した頃、本児の心理療法をどのように進めていくかを検
討するために、直接援助戦員、心理療法担当戦員を含めたケースカンファレン
スが行われた。生活場面では、本児の内省力の乏しさに職員は負担を感じてい
た。喫煙、数人での悪ふざけからガラスを割る、学校をさぽる等の問題行動に
対し、職員が注意をしても本児には伝わっていないのか、その直後にまた同じ
ことを何度も繰り返す。他児の場合は、注意を受けた後しばらくは大人しくな
り、表面的かもしれないが戦員の信頼を取り戻そうとする姿勢を示す。ところ
が、本児にはそれが全くと言っていいほどみられない。他児には伝わっている
ことでも、本児には伝わっていないと考え、直接援助職員は特に本児には時間
をかけて、厳しく注意をするが結果は同じであった。職員の方が無力感にさい
なまれ、疲れてしまう。さらに、本児には、葛藤状況（悪いことをして職員に
厳しく注意を受けるような場面）になると、表情が真っ青になる等の身体症状
が出るため、結局は戦員の方が引いてしまい、注意をしなければならない場面
でも、本児に対しては受容的に関わってしまうことも多い。
直接援助職員は、本児のこのような行動パターンは、母の死を受けとめられ
ずに、ずっとわだかまりを残していることが影響していると考え、母の死につ
いて一緒に整理をしていくためのカウンセリング等の個別心理療法を希望した。
これに対し、心理療法担当戦員は、次のように本児の行動を説明し、現場での
関わり方を工夫しながら様子をみることを提示した。本児は生前の母親による
溺愛と支配的保護によって、母親を内在化できないまま、理想化してしまって
いることが予測される。これまで依存対象と行動の判断基準がすべて母親だっ
たために、理想化した母親の死を受けとめきれず、結局は「母親が死んだのは
誰のせいか」ということにこだわっている。葛藤状況で身体症状を出すのも、
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葛藤回避のために本児が身につけた幼い行動パターンであり、自分で考えたり、
判断することのできない本児の特徴を表している。本児にとっては身体症状を
遮断して他の行動パターンを身につけさせることが必要である。そこで、今後
は葛藤場面において、戦員から一方的に注意をして本児に理解を促そうとする
のではなく、本児にさまざまな課題を投げかけながら、自分がしたことや相手
に与えた影響について考えさせるような援助が求められるのである。
以上のような心理療法担当戦員からの本児や本児の行動に対する助言を受け、
直接担当戦員はこれからの自分たちの関わり方について考えた。そこで、これ
からは本児の問題行動について、子どものグループ全体で考える機会を設け、
グループの力を活用していく方法が話し合われた。
② ケースカンファレンス 2
その 1ヶ月後のケースカンファレンスで、前回のカンファレンスの助言に基
づく生活場面での実践が報告された。ある高校生の CD数枚がなくなるという
事件が起こった。そして、本児の部屋から CDを中古販売店に売ったときの領
収書が出てきた。これまでなら本児を呼んで個別に指導していたが、本児に考
えさせる機会を与えるために直接援助職員は方法を変えた。ホームで生活する
子ども全員（中高生10人）を集め、戦員より、高校生の CDが無くなったこと
を説明し、心当たりのある者は自分から名乗り出てくるように話をした。本児
は自分から言ってくる様子はないものの、表情は追い詰められたようであった。
その後も何度か戦員から全員に問いかけながら本児の様子を伺っていた。最終
的には当事者である高校生から本児に話をしてもらった。「もう、お兄さん
（直接援助戦員）たちは、お前がやったことを知っている。知っていてお前か
ら名乗り出てくることを待っている。僕は原物を返してもらえれば別に怒らな
い。勇気を出して自分から言いに行って来い」というように。これをきっかけ
に自分から名乗り出た本児に対し、職員は本児の勇気を評価し、• 一緒に売った
物について処理していった。処理を行う過程で、本児の気持ちを少しずつ聴い
ていった。
カンファレンスでは、今回の出来事で、本児に考えさせるような関わりがで
~85~ 
曽田里美
きたことを直接援助戦員と心理療法担当戦員で確認した。そして、今後も生活
場面でこのような関わりを継続し、本児の内省力を高め、葛藤場面を乗り切る
力をつけていく必要性が認められた。
③ インフォーマルな場面 1
本児は、生活場面で落ち着いて戦員と話ができるようになり、喫煙等で指導
されることも減ってきた。ところが、同じことを繰り返していたことが分かり、
そのことにショックを受けた直接援助峨員が心理療法担当職員のところに直接
話をしにきた。今回も本児がCDを売って、そのお金でタバコなどを購入して
いたということである。ただひとつ前回と異なるのは、人の CDを盗んで売っ
たのではなく、人から譲り受けた CDを売っていたことであった。今回もまた、
ホームの子ども全員で話し合いが行われた。そこで、ホームのメンバーが一人
でもルールを破ったときは、 1ヶ月間ホームのメンバー全員が外出禁止になる
という約束を実行することが子どもたちの中で決められた。
心理療法担当峨員から、ア）同じように CDを売るという行為でも、前回の
ように盗んだCDを売ったのに比べ、今回のように目分の物になった CDを売っ
たことは進歩であること、イ）本児なりに生活場面の中で成長がみられること、
ウ）これからは、連帯責任としてメンバー全員が外出禁止になったことを本児
がどのように受けとめるかが重要であること、を助言した。直接援助職員は最
近の本児の変化を認めながらも、本児のひとつの失敗に感情的になっていたこ
とを振り返り、冷静さを取り戻していった。
④ インフォーマルな場面2
その数日後、直接援助職員から心理療法担当戦員に本児について直接以下の
ような報告があった。ひとつは、前の心理療法担当職員の助言を受けて「本児
なりに成長しているところを戦員は分かっている」ということを本児に伝えた
ところ、「やっばりやったことはダメなこと。今回は皆にも迷惑をかけた。そ
れでも皆が普段通り話しかけてくれるのかうれしかった」と本児が答え、状況
を菫く受けとめていることが感じられた、ということであった。もうひとつは、
本児から「これからは進路のこと、どこから高校へ通うかも考えていかなけれ
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ばいけない」と切り出し、さらに「いつまでもおばあちゃんとケンカしている
訳にはいかない。おばあちゃんのところから高校へ通うことも考えてみたい」
と話してきた、ということであった。本児が自分のしたことを振り返り、相手
に与えた影響を考えられるようになったことを、直接援助戦員は実感できたよ
うであった。
今回の本児の発言から、本児が祖母を許せるようなったことは、母の死を自
分なりに受けとめられるようになったことであり、母からの自立を意味するも
のであると、心理療法担当戦員から直接援助職員に説明した。このように、生
活場面における関わりを工夫することによって、本児が内省力を少しずつつけ
ていったこと、それが本児と母親や祖母との関係に変化をもたらせたことを直
接援助識員と心理療法担当職員は実感しながらそれを共有することができた。
4. コンサルテーション関係のあり方
ここでは事例を参考に、コンサルテーションの過程、コンサルテーションを
展開させていくための条件、コンサルテーションを通しての心理療法担当戦員
と直接援助戦員の関係のあり方について述べていきたい。
(1) コンサルテーションの過程
まず、事例の中でコンサルテーションがどのように展開していったのか簡単
にみていく。事例では、戦員の指導が伝わりにくく、内省力の乏しい本児への
関わりに直接援助職員は負担を感じていた。心理療法担当職員は、本児のこの
ような行動パターンが、幼少期の母子関係の影響から、自分で判断して行動し
たり、自分の行動を振り返るという体験の不足によるものだと指摘した。そし
て、これまでのような本児の問題行動をとがめて理解させるのではなく、本児
にはまず自分の行動や相手に与えた影響について考えさせることが必要ではな
いかと助言した。この助言を受けて、直接援助職員は生活場面において、本児
の問題行動に対し本児を直接指導するのではなく、グループ全体に投げかけ、
そのなかで本児が自分のしたことを徐々に受けとめられるようにもっていった
のである。
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このようにコンサルテーションは、心理療法担当職員が心理的側面から子ど
ものみかたや行動の捉え方を助言し、それをふまえて直接援助職員が中心になっ
て、生活の中でどのように子どもに関わっていくかを考える相談援助の活動で
ある。ここで璽要なのは、事例にもみられるように、心理療法担当職員の助言
を直接援助戦員がしっかり受けとめ、それを生活場面に返していくことである。
それゆえ、コンサルテーションで必要なのは、直接援助戦員に理解できる心理
療法担当者からの助言と、それを受けた直接援助職員の具体的援助方法へのエ
夫といえるだろう。このようなコンサルテーションを実際に展開させていくた
めには何が必要なのか。心理療法担当戦員に求められるものと直接援助戦員に
求められるものに分けて考えてみたい。
(2) コンサルテーションを展開させていくための条件
① 心理療法担当戦員に求められるもの
コンサルテーションを展開させていくために、心理療法担当職員側に求めら
れるものは、第 1に児童養護施設をよく理解していることである。理解の中身
は、施設の援助方針や雰囲気、そこでの子どもたちの生活、直接援助職員の援
助の内容などである。心理療法担当職員は、子ども自身や子どもの行動につい
て心理的側面から助言や相談を行い、直接援助職員の日常の関わりの中に、そ
れらを織り込んでもらわなければならない。ところが、「心理戦の助言はいつ
も専門用語ばかりでよく分からない」という不満は児童養護施設関係の研修会
で現場戦員からよく出てくるものである。心理療法担当職員が直接援助戦員に
理解できる、役に立つ助言を行うためにも、児童養護施設を知ることは大前提
といえる。施設を理解するためには、実際に施設での生活援助を経験している
ことが理想であろう。具体的な方法としては、心理戦として働く前に生活場面
で研修を行う、心理職として働く別の施設で生活援助を経験する、個別心理療
法との兼ね合いを考慮しながら頗繁に生活場面に出向いて直接援助職員と話す
機会を設けることなど考えられる。実際、上で紹介した事例の心理療法担当戦
員は、同施設で直接援助戦員の経験が5年以上あった。それを考えると、直接
援助職員に受け人れられる助言ができたことも納得できるだろう。実際には、
―-88 -
児童養護施設における心理療法担当戦員のあり方
心理療法担当職員に直接援助戦員としての経験を期待するのは難しい。それゆ
ぇ、まず心理療法担当戦員に求めたいことは、生活援助に関心をもち、直接援
助職員から多くを学ぶ姿勢をもつことである。
第2に直接援助職員の日常の関わりや方針を尊重すること12)である。施設の
中で実際に子どもたちの生活をつくり支えているのは直接援助眺員である。心
理療法担当職員は直接援助戦員が日常どのように子どもたちに関わっているか
をよく理解したうえで、その関わりの中に心理臨床的な知見を浸透させていく
のである。事例では、心理療法担当職員は子どもや子どもの行動に対する助言
を行ったが、生活場面での対応については直接援助戦員同士の話し合いに任せ
ていた。そこには、生活場面における直接援助眺員の関わりに対する信頼があっ
たといえよう。それによって、直接援助職員も自分たちの専門性に自覚と自信
をもつようになり、前向きな援助へと繋がっていくのである。たとえ、心理療
法担当職員が日常の関わりについて助言していくとしても、これまでの直接援
助戦員の関わりを上手く活かせるように、やってきたことを少し変化させる、
あるいは新たなことを加えるような助言を考えることが大切だろう。児童養護
施設には、援助方針や援助スタイル、雰囲気など、その施設が長年培ってきた
援助の「持ち味」がある。心理療法担当職員の助言を受けながら、結果として
その「持ち味」を子どもたちへの援助に活かすことができれば理想的だろう。
実際、事例の中でみられた、グループの力を利用しながら子どもの成長や問題
の解決を促していくという方法13)は、この児童養護施設がよく用いてきた援助
方法である。このような援助の「持ち味」を上手く活用できたことは、両者に
とっても意味があったといえよう。
② 直接援助戦員に求められるもの
次に、直接援助職員側に求められるのは、心理療法担当戦員の専門性を正当
に理解し、子どもに関わる仲間として受け入れることである。児童養護施設に
心理戦が配置されることによって、現場に戸惑いが生じたことは言うまでもな
い。その戸惑いは、両者の戦務内容の近さから生じる面と、両者の違いから生
じる面があるといえる14)。両者の近さについては、従来の児童養護施設におい
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て、治療的な要素も含め、子どもに関わる全ての援助を直接援助職員が担って
きたことがあげられる。すなわち、心理療法担当戦員に任されようとしている
子どもや子どもの行動についての心理的理解や心理的視点に基づいた援助は、
これまで直接処遇戦員が行ってきたことなのである。直接援助職員には自分た
ちが子どもに関わる全ての責任を担ってきたという自負もある。そのため、心
理療法担当職員の導入に抵抗を感じるのも無理はないといえよう。
逆に両者の違いから生じることでは、直接援助戦員が「自分たちには心理的
問題は扱えない」という思いから、心理療法担当戦員に、対応の難しい子ども
の援助を委ね、依存するということがあげられる。虐待体験など心的外傷を抱
えて入所してくる子どもの援助に対して、直接援助戦員が過剰に構えてしまい、
日常の関わりができなくなっているのである。それが、「心理の人は子どもの
心が理解できてすばらしい援助ができる」、「心理療法担当職員に個別的関わり
を頼めば解決してくれる」という期待や依存になって表れている。事例の中で
も、本児への関わりが困難になってきた直接援助峨員は、最初は心理療法担当
戦員に本児への個別カウンセリングを望むだけであった。そのなかに普段の自
分たちの関わりをどのようにエ夫していけばいいいのかという考えは、残念な
がら含まれていなかったようである。
このようにみていくと、直接援助戦員は心理療法担当職員に対してアンビバ
レントなところがあり、それゆえ、専門性を正当に評価できていないことが伺
える。直接援助職員が心理療法担当職員の専門性を認めるためには、まず、自
分たちの専門性を認める必要があるだろう。子どもにとっては、安全で安心で
きる生活環境が何よりも大切であり、それが整っていなければ心理療法も心理
的関わりも成り立たない。その生活環境をつくり支えているのは自分たちであ
り、自分たちが子どものことを一番よく考えているという自信を直接援助職員
がもつことが必要である。そして、子どもに関わる仲間として心理戦を受け入
れると共に、児童養護施設という場に適応できる心理戦を育てていくことを期
待したい。
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(3) コンサルテーションを通しての両者の関係のあり方
コンサルテーション関係ができると、心理療法担当戦員と直接援助戦員の信
頼関係も形成されていくといえる。事例の中でも、最初はカンファレンス等の
フォーマルな関わりだけであった心理療法担当戦員と直接援助峨員の関係が、
しだいにインフォーマルな場面でもやりとりができるようになっている。そこ
では、直接援助戦員が子どもとの日常的な関わりの中でのやるせない気持ちを
吐き出したり、心理療法担当職員と一緒に子どもの問題を整理したり、子ども
の肯定的なところを見つけたり、子どもの成長を共有したりということが起こっ
ている。特に、本児が同じような問題行動を繰り返したとき、直接援助職員は
非常にショックを受け、本児を受け入れる余裕を失っていた。ところが、心理
療法担当職員から、問題行動を繰り返しながらも、その中にみられる本児の成
長を指摘されることで、本児を肯定的にみることができるようになった。さら
に、直接援助職員が感じた本児の成長をストレートに本児に伝えることで、本
児と直接援助峨員に信頼関係が形成されはじめた。このようなプロセス全てが
直接援助職員と心理療法担当職員の信頼関係にも繋がっているといえるだろう。
直接援助職員には、自分が担当する子どもについては、自分が一番理解でき
ており、自分が一番いい関係でいなければならないという責任感がある。その
ため、担当児童と上手く関係が築けなければ、自分の関わり方を責めたり、援
助者としての自信を失ってしまう。
前に紹介した児童養護施設の峨員の 5割以上が「燃え尽き状態」であるとい
う調査の結果もこのような職員のストレスが影響していると思われる。自信を
失いかけた戦員にとって、関わりの難しい担当児童が心理療法対象ケースにあ
がると、それだけで肩の荷が下りて、気持ちに余裕ができることもある。自分
一人が頑張っても難しいケースであることが証明されたからである。そこには、
これからは心理職とチームで関わっていけるという安心感もある。これは筆者
が現場において経験的に感じているところでもある。
このような直接援助職員のストレスを、コンサルテーションを上手く展開さ
せることで、少しでも軽減させていくことは可能であろう。そこで作用してい
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るのは、子どもの変化や成長を共有できる信頼関係であり、パートナーシップ
である。そして、今後の心理療法担当戦員の役割として期待したい。
おわりに
本稿では、児童養護施設において心理療法担当職員がコンサルテーションを
実践するために何が必要なのかを述べてきた。心理療法担当職員には、児童養
護施設を知ること、直接援助戦員の日常の関わりを尊重することが求められる。
一方、直接援助職員には心理療法担当戦員の専門性を正当に理解することが必
要とされる。そして、コンサルテーションを施設の中で上手く機能させていく
ことで、直接援助戦員と心理療法担当職員の間に信頼関係が形成され、直接援
助職員の抱えるストレスの軽減に役立てることも指摘した。
ところで、ここでは心理療法担当戦員に期待される役割がコンサルテーショ
ン全てであると述べてきたわけではない。心理療法担当戦員の職務内容がコン
サルテーション活動中心であれば、心理療法担当戦員の配置基準である非常勤
職員で週5日程度の勤務はクリアしていけるだろう。しかし、現在、児童養護
施設に入所している子どもの現状を考えれば、カウンセリングやプレイセラピー
等の個別心理療法は必要であり、コンサルテーションとの両立が望まれるのは
言うまでもない。それを考えると、心理療法担当職員の配置に関する今の制度
には雇用形態、賃金、資格などまだまだ課題が多く、今後この制度の一層の充
実を求めることを付け加えておきたい。
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2)「児童養護施設における心理担当職員の導入と連携について一平成12年度児童養護
セミナー報告書ー」
3)森望「児童福祉施設における心のケア」『世界の児童と母性』 Vol.47 資生堂社会
福祉事業財団 1999年 P56-59 
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4)平成4年は厚生省児童家庭局「養護施設等実態調査の概要」より、平成10年は厚生
省「養護施設入所児童等調査結果の要点」より抜粋
5)森望「家族から分離された子どもたち」『別冊発達26 児童虐待へのとりくみ』ミ
ネルヴァ書房 2001年 P36-45 
6)「日本子どもの虐待防止研究会 第7回学術集会兵庫大会」
7)「日本子どもの虐待防止研究会 第7回学術集会兵庫大会 プログラム・抄録集」
2001年 P52-54
8) 2001年 1月29日付全国厚生労働関係部局長会議（厚生分科会）資料
9)「虐待により心的外傷を受けた児童に対しては、遊戯療法や箱庭療法等の心理療法
により心の傷を癒すことが必要である。また、親子関係の再構築を図るためには、
保護者へのカウンセリングや家族療法等の方法が必要になる。…中略…児童及びそ
の保護者の心のケアを行うこととした」。
10) コンサルテーションとは異職種の専門家同士のケースに対する相談助言活動であり、
同種の専門家同土の指導・教育活動であるスーパービジョンとは区別される。よっ
て、ここでは心理療法担当戦員と直接援助職員は対等な専門家として位置づけられ
る。
11)加藤尚子「児童養護施設における心理療法担当峨員の現状と課題」『児童養護施設
のセラビスト』筒井書房 2002年 P65-72 
12)加藤尚子前掲書 P89
13)事例では、本児に自分のしたことを考えさせるために、直接援助戦員はそれをグルー
プ全体に投げかけ、グループの中での本児の成長や問題の解決を促していった。そ
のプロセスでみられたことは、まず、グループのリーダー的存在であるメンバーが
本児と蹴員の仲介役となって本児が動き出す契機を作り出していた。ここでは、大
人からの叱責に対しては身体症状を出してそれを回避していた本児が、グループメ
ンバーからの指摘は受け入れることができ、本児自らその解決のために動き出すこ
とができた。また、本児が再びルールを破ったところでは、グループメンバーが連
帯責任を負うことになり、本児にはじめて人に対して「悪い」という気持ちが生じ
ていた。ここでは、自分のやったことが他人に迷惑をかけたという「申し訳ない」
気持ちと、それでもグループメンバーは自分をメンバーの一人として受け入れてく
れたという「有り難い」気持ちが本児のなかに生まれたと思われる。このようなプ
ロセスを通して、本児は自分のしたことを省みられるようになり、他人の気持ちが
考えられるように変化していった。さらに、祖母との関係修復や母の死の受容にも
影瞥を与えている。このような本児の変化はグループプロセスのなかで起こったこ
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とであり、グループのもつ力が大きく作用しているといえる。
14)森茂起「児童養護施設における心理職のあり方」『児童養護』 Vol.32 No.1 全国
児童養護施設協議会 2001年 P6-10 
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